

















































現代の研究に っては幸運なことで あった。初期鉄器代の遺跡の中にはその場所が後代においてポリスの中核地点として発展したために、既に 間に大規模な破壊を被った例が数多く存在する。そ 点レフカンディは、前八世紀末に主要な役割を終えたあと 古代において活発な人的活動が展開されなかったため、遺構や遺物 極めて良好な状態で埋蔵されていた。　
このレフカンディが最初に注目を集めるようになったの
は、一九六〇年代のこ である ち 発掘を手がけるとになるＭ・ポッパムやＬ・Ｈ・サケットを含む研究チームがエウボイア島を踏査した際にレフカンディが目にとまり、調査され ことになっ
た（４）
。一九六四～一九六六年にか















にもたらした成果は多岐にわたるが、ここではエウボイアにおける土器編年の確立に多大 貢献を果たしたことを強調しておき い。最初 発掘当時はこの一帯の編年が現在のよう は確立しておらず、また発掘している当 研究者も十分な知識を有していなかったことから調査には困難を極め
た（８）
。エウボイアでは原幾何学文様期の特徴が長期に










































































































ⅢＣ期とでは、クセロポリス おける集落の様相は大きく変化している。ⅢＣ期の最大 特徴は、おそ くそ 居住が大規模なもの あり、集落が拡大そして繁栄の兆候を示唆していることであろう。クセロポリスのⅢＣ は大きく三つに区分されているが、時期ごとに一九六〇年代の発掘における主要調査区の成果を見ていこう（図３ クセロポ














1 ）に関しては、 三棟の建造物（ 「東の家」


































































































口縁部が一一・一㎝であり、中型のサ ズと言える ろう。クセロポリス出土のⅢＣ期の土器 中でこの土器が最も有名なものの つに数えられる最大の理由は、図柄がユニークなことにある。こげ茶味がかった黒地 上に白色で模様や図が描かれているが、とりわけ胴部 想像上の生き物や動物が生き生きと表現されて る。主要な図像が二組あり、そのうちの一つは二匹のグリフィ が巣 い 子












































































の間には おそらく何らかの強 結びつき あったと推察されよう。それがテーベによる支配と表現さ るようなものであったか否かは不明である 少な ともエウボイアがテーベの影響下にあったことは否定できない。　
レフカンディの古代の名称は不明であり、テーベの線文





















－  44  －－  45  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（２）レフカンディ（高橋）











































































　「居住用の家屋」 「穀物倉」 「動物用の囲い」という解釈はいずれも仮説ではあるが、日常生活を復元することが難しいこの時代にとって括目にあた す 資料である。　またさらなる重要資料として、 調査区東側のピット１ （図
５、左端の「１」という番号 記 遺構）から、青銅製品が製作されていたことを明示する遺物が出土した。ピット１は層位的に当該調査区の初期鉄器時代の遺構の中では最も早い時期に属するもの あることが確認さ
























期においては、青銅製品が製作されていたことは明らかである。周知のようにエウボイア湾周辺のこ 一帯は青銅製品の生産で著名な地域であるが、それがこの集落 繁栄の源泉で ったことは想像 難くない。　
また先に記したように、クセロポリスからは後期青銅器
































































つに、おそらく近東製と思われるネックレスがあ 。中央に円形の金製ペンダントがあり、その左右に配されているビーズは金製やファイア ス製という豪華な製品である。このネックレスが注目される理由は、単 近東からの搬入













生産地も異なる長い年月を経た威信財 複数出土していとなると、おそらくこのヘロオンに埋葬され 名は先祖伝来の財産を継承す うな立場にあったということであろう。そして のような価値を有する財産 埋葬または副葬のために使用されているとい ことが、こ ヘロオンの資料の大きな特徴の一つである。　
いずれにせよ、このような遺物は埋葬されていた両者双


















































































た時期があったとするならばそれはごく短期間であり または家屋とし 建造されて 途中（おそ く最終段階）で埋葬が行われることになったとも想 できよう。







































































































手の指は六本、一方で左手は残ってい い 、前に出ていたと判断されるため 枝か何かを持っていたのではないか
















































































































となっている。アッティカの埋葬方法を模した現地 々の墓とも解釈でき、 決定的な証拠は存在しないが、 アッティカからの移住者が存在した可能性は排除できない。　
またレフカンディから出土しているアッティカ製の土器
または土製品 中には、一般の交易でもたらされたとは思われない特殊なものが含まれている。たとえばトゥンバ墓域から出土した中期幾何学文様期 アッティカ製土器の中には大型のものが含まれており 高さが五八㎝もあるピュクシス（図
15上）や四七・五㎝もあるクラテール（図
15下）が報告されている。これだけの大きさになると輸送


























作されたと推察されている二個の青銅製の鉢（ボール）がある。両方ともトゥンバの墓域から出土したもので、一つは第五五号墓から、 もう一つは第七〇号墓から発見された。第五五号墓の鉢の図柄は、上段がヘルメットを ぶったグリフィンまたはスフィンクス また下段には動物やシュロの木が描かれている（
17） 。墓の年代は原幾何学文様































んでいたボイオティアのテーベが、ミケーネ文化の崩壊にともない、 その勢力を減退させるのと呼応するかのように、レフカンディは後期青銅器時代ⅢＣ期に繁栄 謳歌するうになる。この時期のレフカン の人々は、おそらく過去にこだわらずに社会を変化そして発展させ ような






ドの造成が行われたが、そのころレフカンディの集落 政治的および社会的 大きな転換期を迎えたのではないか。そしてそ 後ヘロオンのすぐ近隣に形成されたトゥ バ墓域は他の埋葬地に比べて豪華 副葬品 伴っており、集落内部に富裕者またはエリート階層とも言うべき人々が存在したことを示唆している。これらの ヘロオン関係を強調そして誇示しながら、集落を統率ないしは導ような立場にあったと言えるであろう。　
初期鉄器時代のレフカンディはアッティカ（おそらくア













































































































































Lefkandi  I, 1, Lefkandi  IV
, 303
など） 。




































Lefkandi  I, 101-102.
（
17）
Lefkandi I, 12, 49-52, L
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25）ⅢＣ期の墓に関する ずかな資料として、墓域から出土した後期青銅器時代ⅢＣ期もしくは亜ミケーネ期初期の土器に関する報告があり、石棺墓の可能性が指摘されている（Lefkandi  I , 313, 355, L
em







































tjoy 1993, 139. ⅢＣ期のレフカンディの土器に関
しては、
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os 2006a, 519. さらに、
L
em


























Lefkandi  I, 14-15, 23-24.
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Lefkandi  I, 17.
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Lefkandi  II.2, ix, 19-20.
（
60）
Lefkandi  II.2, 81-96.
（
61）
Lefkandi  II.2, ix, 21-22.
（
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Lefkandi  II.2, 20, L
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－  60  －－  61  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（２）レフカンディ（高橋）
れたという理由にはならない、という報告書の指摘は正鵠を射ている（
Lefkandi II.2,21 ） 。
（
65）
Lefkandi  II.2, 17-22, L
em












Lefkandi  II.2, 15.
（
68）
Lefkandi  II.2, 15, 99.
（
69）一九八一年の時点で二メートル前後保存されていたという（Lefkandi  II.2,55 ） 。マウンドの形状であるが、カリガスは
底面が円形のものを（
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alligas 1984-1985, esp.266, 1988, 232. このカリガスの
意見に関する批判として、




























orris 2000, 222-228 ） 。こ












os 1998, 54,  cf. 
L
em
os 2002, 146 ） 。この時代に関して第一級の知識と調査
経験を有する研究者の現場を踏まえての感覚や直感は、必ずしも無下に扱 べきではないように感じる。
（









































’1, 2005, 339-340 ） 。
（
83）墓の種類に関しては、
Lefkandi I, 197-207 。
（
84）埋葬方法に関しては、






Lefkandi  I, 
217-230 。この点は、アテネ中心部のアゴラの副葬品と比較
すると、顕著な違 である。アゴラからこのような副葬品が出土することは、極めて例外的である（拙稿「ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネ アゴラ」 『史苑』第七二巻第一号 二〇一一、表１、 一三八︲一五七） 。
（
86）
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 1970, Lefkandi  I, 168-









 2008, 71-72, 89, esp
.108. ラングドンの著作
に関しては、拙評「





































































































 1996, 139, 2007, 138.
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（出典：Lefkandi I, plate 2）
　　　　図２　レフカンディ出土の亜原幾何学文様期の土器
　　　　　　　　（出典：Lefkandi I, plate 265.a）
－  70  －－  71  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（２）レフカンディ（高橋）
図３　レフカンディの調査区




（出典：Lefkandi IV, plate 67）
図５　クセロポリスの初期鉄器時代の遺構
（出典：Lefkandi I, plate 11）
－  72  －－  73  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（２）レフカンディ（高橋）
 図６   





（出典：Lefkandi I, plate 13）
図７　ヘロオンの復元図






































































   （出典：Lefkandi II.1, plate 54）
図９　ヘロオンの埋葬
（出典：Lefkandi II.2, plate 13）
図 13　ケンタウロス像
（出典：Lefkandi I, plate 251）
図 14　船が描かれた土器
（出典：Lefkandi III, plate 94）
－  75  －
史苑（第七七巻第二号）
図 11　レフカンディの墓域（出典：Lefkandi III, plate 2）






















































図 15　アッティカ製の土器（出典：Lefkandi III, plate 110）
図 16　車輪がついた馬型土製品
（出典：Lefkandi III, plate 126.a）
－  78  －－  78  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（２）レフカンディ（高橋）
図 17　トゥンバ第 55 号墓の青銅製の鉢
（出典：Lefkandi III, plate 133）
図 18　トゥンバ第 70 号墓の青銅製の鉢
（出典：Lefkandi III, plate 134）
